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保護者、地域の皆様、寒中お見舞い申し上げます。今年もよろしくお願いいたしま
す。新学期が始まり２週間が経ちました。福平小では、進学・進級に向けて、子供た
ちが笑顔でポジティブ（積極的、前向き）に行動できるように支援しています。
さて、今回は、子供の「幸せ実感」（「今、幸せと感じているか」）について考え

てみたいと思います。東京大学とベネッセの調査（2017-2023）によると、親子の
「幸せ実感」は、互いに強く影響し合うことが明らかになりました。特に、子供の
「幸せ実感」と関連が強いのは「家族との関係の満足度」です。この調査では、「と
ても幸せ」と感じている保護者の子供の46.6％が「とても幸せ」と回答している一方
で、「幸せではない」と感じている保護者の子供は「幸せではない」と回答する比率
が高いことが分かりました。
この結果から、保護者の幸せが子供の幸せに大きな影響を与えることが分かります。

保護者が日々の生活の中で幸せを感じ、満足していると、そのポジティブな感情が子
供にも伝わり、子供も幸せを感じやすくなります。逆に、保護者がストレスや不満を
抱えていると、そのネガティブな感情が子供にも影響を与え、子供も幸せを感じにく
くなるのです。
では、子供が「家族との関係の満足度」を高め、幸せを実感す

るためにはどうすればよいのでしょうか。
まず、家族のコミュニケーションを大切にすることが重要です。

日々の会話を増やし、保護者が子供に寄り添いながら、お互いの
気持ちを理解し合うようにするとよいでしょう。
次に、家族で一緒に楽しめる活動を見つけることが効果的です。例えば、一緒に料

理をしたり、読書をしたり、スポーツをしたりすることで、家族の絆を深めるとよい
でしょう。
もちろん、保護者自身が自分の時間を大切にし、リフレッシュすることも重要です。

保護者自身が幸せを感じることで、その幸せが子供に伝わります。一日の中で、ほん
の数分でもポジティブな気持ちになれる時間をつくるように心がけてください。
学校では、子供の「幸せ実感」をサポートするために、子供同士が支え合う人間関

係づくり（仲間づくり）に取り組み、子供の自己肯定感や共感的な人間関係を育んで
います。また、ＰＴＡやコミュニティ協議会と連携して、地域における親子で参加で
きるイベントへの参加を奨励し、家族の絆を深められるようにしています。
保護者、地域の皆様、今年も「笑顔あふれる福平小」のために、ご支援・ご協力を

賜りますようお願いいたします。



2月の行事予定
日 曜 行 事 名

１ 土 ノーメディア期間（～６日）

３ 月
読書月間（～28日）
環境教育強調週間（～８日

５ 水 クラブ活動（３年生見学）

６ 木 命の教室（６年）

７ 金
新１年生入学説明会・特別支援学級保護
者会（新１年生対象）

８ 土
土曜授業 昔遊び（１年）
パルクール出前授業（５年）

１１ 水 建国記念の日

14 金 全学年５時間授業 移動図書館

受賞、おめでとう！
【かごしま絵手紙コンクール】
入 選 １年 山下 悠真

【明るい選挙啓発標語コンクール】
優秀賞 ６年 渡邉 凛

日 曜 行 事 名

15 土 吹奏楽部定期演奏会

17 月 全学年４時間授業

18 火
平川小との交流学習（６年）
居住地校交流（午前中）

19 水 クラブ活動（反省）

20 木
全学年５時間授業
スクールゾーン委員会 PTA理事会

23 日 天皇誕生日 子どもといっしょに読書の日

24 月 振替休日

25 火 授業参観・学級懇談会（高学年）

27 木
授業参観・学級懇談会（中学年）
家庭教育学級（午前中）

28 金 授業参観・学級懇談会（低学年）
※ あくまで予定です。 変更もあり得ます。

１月16日・17日の２日間、５年生を対象
に「鹿児島学力・学習状況調査」が行われま
した。報道等でご存じのことと思いますが、
今年度からタブレット端末での解答となりま
した。新しい試みに戸惑いながらも、子供た
ちはタブレットを操作しながら一生懸命問題
に取り組む姿が見られました。
結果・分析等については、２月の学校だよ

りでお伝えする予定です。

１月９日に「平和について考える授業」が
６年生を対象に行われました。これは「広島
への原子爆弾の投下により被爆したピアノを
通して、平和について考える機会を提供した
い」と、広島県の調律師・矢川様やNPO法人
「鹿児島新老人の会」、米森様をはじめとす
る演奏家の皆様が企画・実施してくださった
ものです。当日は、被爆ピアノの実話に基づ
いた物語の朗読や演奏がありました。被爆で
傷ついたピアノだったとのことでしたが、矢
川さんの手によって丁寧に修復され、温かな
音色を響かせていました。日本は戦争被爆国
であることを忘れず、今の平和な日々に感謝
して過ごしていきたいと改めて感じました。
多くのことを学んだ貴重な時間となりました。

１月21日に「ふれてみよう！かごんま弁
事業」の出前授業が５年生を対象に行われま
した。当日は、劇団「げたんは」の皆様が来
校し、鹿児島弁での寸劇をおもしろおかしく
披露してくださいました。子供たちも「聞い
たことがある！」「あの方言、初めて知っ
た！」などと楽しそうに盛り上がっていまし
た。鹿児島の文化の１つであるかごんま弁に
ふれ、笑顔溢れる１時間となりました。

１月18日に冬季愛校作業が行われました。
ここ数年はコロナ禍で冬季愛校作業の実施の
見合せが続いていました。当日は、寒さも厳

しい朝早くからの作業で
したが、たくさんの方々
のご協力のおかげで、環
境を整えることができま
した。本当にありがとう
ございました。


